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田川地区総合体育大会結果 

野球  2回戦進出ならず                  サッカー 決勝トーナメント進出ならず 

バレー 女子バレー 第２位 【県大会出場】      剣道   巻島さん 個人一回戦惜敗 

柔道 伊藤さん 個人 第１位【県大会出場】 

水泳 ※入賞者のみ掲載していますが、出場選手の多くが自己ベストの泳ぎを見せてくれました。 

菅原さん ２００ｍ自由形 第 4位      渡部さん ２００ｍ自由形 第 4位 

        齋藤さん ２００ｍ平泳ぎ 第 4位【県大会出場】 

齋藤さん １００ｍ平泳ぎ 第 5位【県大会出場】 

佐藤さん ２００ｍ平泳ぎ 第 7位 

陸上 ※入賞者のみ掲載していますが、出場選手の多くが自己ベストのパフォーマンスを見せてくれました。 

  小野寺さん 共通走幅跳 第 4位    渋谷さん 共通８００ｍ 第７位 

  大会ですから、どうしても勝ち負けや順位がついてしまいます。 

 報告会で、「目標を達成できた」「自己ベストを更新できた」という報告を多くいただきました。これまで頑張

ってきた成果が表れたことをとてもうれしく思います。おめでとう。 

悔いが残っている君にはこれまでをふり返ってみてほしい。振り返ってみた時、「あのときもう少し頑張って

いれば」という瞬間があったなら、その瞬間、「もう少し頑張っていれば、きっと目標をかなえられた自分がいた

はずだ。」そう考えて次のステージに進んでほしいと思います。 

これまで生徒の活動を支えていただいた保護者の皆様、地域の皆

様、本当にありがとうございました。引き続きどうぞよろしくお願

いいたします。 

地区総体に先駆けて、6 月 14 日（水）に実施した授業参観と壮

行式には、多くの保護者の皆様にご来校いただき本当にありがとう

ございました。 
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授業参観については、前回と今回で各学年を担当する先生

の授業を見ていただこうと考え時間割を設定させていただき

ました。子ども達に対し、教室で行う授業で見せる姿とはまた

違った印象をもたれた方もいらっしゃったと思います。授業

をご覧いただいて、またはそれ以外のことについてでも結構

ですので、何かお感じになったことがあれば、学校までご連絡

ください。 

また、2年生有志による応援団の運営する壮行式をご覧いただきました。応援団は 5月の結団以降、休み時間

など、自分の時間を削って応援練習などを行いました。私からは、「地区総体でそれぞれが立てた目標の実現のた

めに、今からできることは限られているかもしれないけれど、最善の準備をして試合に臨んでほしい。これから

でも、日常から試合を意識して生活することは、「やれるだけのことはやった」という自信につながるし、そんな

努力できた自分に、結果はきっとついてくるから」とお話しさせていただきました。また、素敵な演奏で壮行式

を彩ってくれた吹奏楽部の皆さん、どうもありがとうございました。（秋山） 

 1年生理科の授業でイカの解剖をおこないました 
6 月 15 日（木）に 1 年生が理科の授業で、イカの解剖を行い

ました。今年も佐藤さんに指導していただきながら、一人ひとり「自

分のイカ」を解体して、無セキツイ動物の体のつくりを確認しまし

た。このようなリアルな体験により、教科書や資料集などでは比較

にならないほど、とても印象に残る授業となったと思いましたし、

この体験を通して、「イカはこんな風だったから、他の生物はどう

なんだろう？」などの新たな疑問につながれば、と期待しながら参

観させていただきました。 

先日の俳句教室もそうでしたが、地域にいらっしゃる「プロ」の

方から育てていただいていることをとてもうれしく思います。この生徒たちも、今後身に着けるであろう自分の

スキルを活かして、将来、地域の子ども達に何らかの形で関わってくれるといいな、と思いました。 

 お子さんにお声がけをお願いします！  

①自転車乗車時のヘルメット着用について 

 道路交通法が改正され、この 4 月から自転車乗車時のヘルメット着用が努力義務化されています。 

 先日、自転車に乗っていた大学生が衝突した事故も報道されていました。登下校時はもとより、休日などで

自転車に乗る場合でも、ご家庭でお声がけいただけるようお願いいたします。 

②セーブメディアの取り組みについて 

 6 月 27 日（火）実施の期末テストに向けて、22 日（木）から部活動が停止となり、併せてテスト期間に

「セーブメディア」の取り組みを行います。 

大切なことは、自分のメディア使用の状況を振り返り、テスト前に関わらず、自分でコントロールできる力

をつけることだと思います。これまでも実施してきた取り組みではありますが、今一度、自分の使い方につい

て見直すきっかけにしていただければ、と思います。 


